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	教職員が チームとなり、 安心・安全で信頼される 学校づくりを推進します。
	質を高める教育活動
	教職員 :
	ウェルビーイングを感じる 働きがいのある足寄小へ
	（目指す職場像）
	「仲間に感謝！、子どもの感動！」 誰もが「通いたい」「通わせたい」学校づくり 　　　　　　　　　　　　　を推進します。

	令和8年度 足寄小学校 育成を目指す子どもの姿
	ICTを効果的に活用し、 主体的・協働的な 「問いを生む授業」への 転換を推進します。
	基盤
	学習・生活習慣を確立するとともに 会話や自己決定の機会を創出する 「家庭教育」を推進します。
	地域の声を反映し 地域の教育力を生かすとともに こ小中高の切れ目ない 連携を深めます。
	保護者・地域向け




